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秋
ま
つ
り 

地
域
づ
く
り
部
長 

木
村 

好
男 

 

公
民
館
ま
つ
り
の
開
催
前
日
で
あ
る
10
月
１
日

（
土
）
に
大
代
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の

地
域
づ
く
り
部
と
各
部
が
主
体
と
な
り
、
親
子
会
や

子
ど
も
会
（
大
代
東
区
・
大
代
南
区
・
大
代
中
区
）

の
お
手
伝
い
を
頂
き
な
が
ら
、
９
時
30
分
か
ら
11

時
30
分
ま
で
の
２
時
間
程
度
、
秋
ま
つ
り
を
大
代
地

区
公
民
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
日
は
、
近
隣
の
幼
稚
園
な
ど
で
運
動
会
が
開

催
さ
れ
て
お
り
、
来
場
者
数
が
減
少
す
る
の
で
は
な

い
か
と
あ
や
ぶ
ま
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
開
催
直
後

は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
徐
々
に
増
え
、
昨
年
以
上

の
140
名
程
度
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
開
催
種
目
に
つ
い
て
は
、
昨
年
と
同
じ
①
パ
ン
く

い
競
争
、
②
的
当
て
競
争
、
③
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
争
、

④
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
争
、
⑤
輪
投
げ
競
争
を
行
い

ま
し
た
が
、
主
催
者
側
も
毎
年
実
施
し
て
い
る
内
容

な
の
で
、
要
領
を
熟
知
し
て
来
た
の
か
、
ス
ム
ー
ズ

な
進
行
が
な
さ
れ
、
11
時
頃
に
は
予
定
さ
れ
て
い
た

種
目
が
全
て
終
了
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
今
年
も
出
店
を
開
き
ま
し
た
が
、
例
年
提

供
し
て
い
る
①
お
に
ぎ
り
・
お
茶
の
セ
ッ
ト
、
②
綿

あ
め
、
③
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
④
く
じ
引
き
に
加
え
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
か
き
氷
を
追
加
で
出
店
し
ま
し

た
が
、
好
評
を
頂
き
、
ほ
ぼ
完
売
状
態
で
し
た
。
特

に
昨
年
好
評
を
頂
き
ま
し
た
く
じ
引
き
は
、
数
量
を

多
く
準
備
し
ま
し
た
が
、
や
は
り
早
め
に
完
売
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

 

来
年
も
開
催
致
し
ま
す
が
、
皆
様
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
頂
き
ま
す
様
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

  
 

 

 

大
代
地
区
公
民
館
ま
つ
り
開
催 

平
成
28
年
度
大
代
地
区
公
民
館
ま
つ
り
を
10
月

２
日(

日)

に
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
作
品
展
示
と

ス
テ
ー
ジ
・
フ
ロ
ア
発
表
で
し
た
。 

（
２
階
会
議
室
の
様
子 

ペ
ン
字
・
切
り
絵
・
は
が

き
絵
・
パ
ン
ア
ー
ト
）   

 

 

参

加

料

 

無

料 

講

 

師

 

諏

訪

 

由

美

氏 

   

（

エ

ア

ロ

ビ

ク

ス

イ

ン

ス

ト

ラ

ク

タ

ー

） 

毎月発行 大代地区 全戸配付 

 

12 月号投稿締切 

１１月１５日（火） 

 

●秋まつり・・・・・・・・・・・・・１ 

●大代地区公民館まつり開催・・・・・２ 

●貞山運河・大代周辺清掃実施・・・・２ 

●多賀城東部支部女性部から・・・・・２ 

 

●・・・・２ 

●・・・・３ 

 

大代地区の世帯数（平成 28年 9月 30日現在）：東区 351、中区 358、西区 338、北区 118、南区 618、合計 1,783 

 

 

●柏木神社秋季例祭の御礼について・・・２ 

●お祭り・・３  ●川柳・俳句・・・・３ 

●ボウリング大会２８のお知らせ・・・・３ 

●砂押川外河川災害復旧工事 10月の報告 ４ 

 

掲 載 目 次 

平成２８年１１月 第３６５号 

大代地区コミュニティ推進協議会 

（ 広 報 部 ） 

事務局：大代地区公民館 

℡０２２－３６４－８４４２ 
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（
１
階
の
体
育
室
の
様
子 

舞
台
発
表
） 

 
 

 
 

※
紙
面
の
関
係
上
、
全
て
の
団
体
を
掲
載
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

貞
山
運
河
・
大
代
周
辺
清
掃
実
施 

生
活
安
全
部
長 

松
戸 

勝
義 

去
る
、
10
月
23
日
（
日
）
に
、
秋
の
貞
山
運

河
・
大
代
周
辺
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。 

37
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
朝
６
時
か
ら
１

時
間
ほ
ど
実
施
し
ま
し
た
が
、
貞
山
運
河
沿
い
の 

護
岸
も
整
備
さ
れ
、
ま
た
、
ゴ
ミ
拾
い
の
お
か
げ 

で
、
以
前
に
比
べ
、
拾
う
ゴ
ミ
も
大
分
少
な
く
な

り
、
地
域
内
も
き
れ
い
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。 

早
朝
に
も
関
わ
ら
ず
、
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

多
賀
城
東
部
支
部
女
性
部
か
ら 

交
通
安
全
協
会
多
賀
城
東
部
支
部 

女
性
部
長 

阿
部 

紘
子 

 

私
達
多
賀
城
東
部
支
部
女
性
部
は
、
支
部
長
を

中
心
に
春
、
秋
、
交
通
安
全
市
民
総
ぐ
る
み
運
動

期
間
中
は
も
ち
ろ
ん
、
活
動
計
画
時
の
要
請
に
基

づ
き
交
通
安
全
思
想
の
普
及
、
正
し
い
マ
ナ
ー
を

会
員
の
皆
様
の
協
力
を
も
と
に
ス
マ
イ
ル
、
笑
顔

を
モ
ッ
ト
ー
に
各
運
動
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。 

〝
一
人
で
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
‼
〟
皆
で
協
力

し
合
い
な
が
ら
〝
事
故
に
合
わ
な
い
〟
、
〝
事
故

を
出
さ
な
い
〟
よ
う
に
常
に
安
全
運
転
に
注
意

し
仲
間
の
女
性
部
員
と
共
に
頑
張
っ
て
参
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
御
指
導
、
御
協
力
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

柏
木
神
社
秋
季
例
祭
の
御
礼
に
つ
い
て 

柏
木
神
社
宮
司 

 

本
郷 

敦
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

柏
木
神
社
総
代
会
長 

柴 
静
夫 

錦
秋
の
候
、
皆
様
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜 

び
申
し
上
げ
ま
す
、 

過
日
、
秋
晴
れ
の
透
き
と
お
る
よ
う
な
青
空
の

下
、
柏
木
神
社
の
秋
季
例
祭
が
催
行
さ
れ
ま
し

た
。
厳
か
な
園
児
の
浦
安
の
舞
、
ど
ん
で
ん
太
鼓
、

子
供
神
輿
渡
御
等
祭
事
の
一
切
を
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
地
区

の
皆
様
方
、
各
種
団
体
、
隊
友
会
の
皆
様
の
暖
か

い
ご
協
力
と
ご
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
と
深
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
地
区
に
残
る
伝
統
と
文
化
を
末

永
く
伝
承
出
来
る
よ
う
総
代
一
同
専
心
努
力
し

て
行
く
所
存
で
御
座
い
ま
す
。
今
後
と
も
暖
か
い

ご
支
援
を
ご
協
力
と
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

皆
様
、
寒
さ
に
向
か
う
折
、
ご
自
愛
の
ほ
ど
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
ず
は
略
儀
な
が
ら
「
ふ

れ
あ
い
」
を
通
じ
て
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

平
成
28
年
11
月
吉
日 

    
 
   

   
  

    
  

  
  
  

  
  

    
  

   

お
祭
り 

大
代
東
区 

藤
原 

昭
雄 

10
月
１
日
に
秋
祭
り
、
２
日
に
は
公
民
館
祭

り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

秋
祭
り
は
、
子
供
達
を
対
象
に
、
ス
ポ
ー
ツ
ゲ

ー
ム
が
中
心
で
、
さ
ら
に
参
加
者
に
は
景
品
も
あ

り
ま
し
た
。
パ
ン
食
い
競
争
に
は
大
人
も
参
加
し

て
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 
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今
年
で
３
回
目
で
す
が
、
今
後
も
恒
例
行
事
に

な
れ
る
よ
う
に
た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
家
族
で
参
加
で
き
る
よ
う

に
、
お
に
ぎ
り
や
お
茶
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
、
綿

菓
子
、
か
き
氷
や
ク
ジ
引
き
な
ど
、
実
行
役
員
が

知
恵
を
出
し
あ
っ
て
準
備
し
運
営
に
頑
張
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
準
備
で
は
何
度
も
打
ち
合
せ
、
役

割
分
担
を
決
め
、
当
日
は
何
ら
問
題
も
な
く
皆
さ

ん
が
楽
し
く
そ
し
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
遂
行
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
行
委
員
の
皆

さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。
来
年
も
、
楽

し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

公
民
館
祭
り
は
、
日
頃
公
民
館
を
利
用
し
て
い

る
様
々
な
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ク
ラ
ブ
活
動
で
鍛
え

た
成
果
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
、
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ

や
フ
ロ
ア
で
の
演
技
、
作
品
（
絵
画
）
、
さ
ら
に
、

２
階
で
は
、
作
品
の
展
示
だ
け
で
な
く
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
有
意
義
な
一
日
で
あ
り
ま
し
た
。 

私
も
何
度
か
見
に
来
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
展

示
コ
ー
ナ
ー
の
作
品
が
ち
ょ
っ
と
少
な
い
か
な

と
感
じ
ま
し
た
。 

公
民
館
を
利
用
し
て
、
皆
さ
ん
趣
味
を
増
や
し

て
、
年
一
回
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
慢
の
作
品
を

発
表
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
公
民
館
祭
り
に

は
、
多
賀
城
市
長
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
ご
来
賓

の
方
々
の
ご
列
席
を
頂
き
由
緒
あ
る
発
表
の
場 

 

で
あ
り
ま
す
。
公
民
館
利
用
者
で
あ
れ
ば
だ
れ
で

も
参
加
で
き
ま
す
。 

今
回
も
、
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
し
た
が
ど

う
で
し
た
か
？
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ク
ル
で
入
会

を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
来
年
は
自
分
も
あ
の

場
所
に
立
つ
、
立
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
？
い
や
是
非
入
会
、
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

そ
れ
は
、
前
文
に
作
品
が
少
な
い
、
減
っ
て
い

る
感
が
あ
る
と
言
い
ま
し
た
が
、
色
々
の
行
事
、

イ
ベ
ン
ト
の
存
続
に
は
、
運
営
者
側
が
出
品
作
品

を
選
ぶ
の
に
苦
労
す
る
ぐ
ら
い
で
な
け
れ
ば
継

続
が
難
し
く
な
り
ま
す
、
ぜ
ひ
皆
様
方
の
力
で
大

代
に
に
ぎ
わ
い
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

ふ
れ
あ
い
川
柳
・
俳
句 

大
代
西
区 

藤
田 

遊
子 

○
川
柳 

都
会
の
子 

ス
キ
ー
を
は
け
ば 

す
ぐ
転
ぶ 

○
俳
句 

 

津
波
去
り 

椰
子
の
実
一
つ 

秋
の
浜 

 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
28
の
お
知
ら
せ 

学
習
活
動
部
長 

針
生 

吉
治 

 

平
成
28
年
度
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
下
記
の

と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。 

記 

日 

時 

11
月
26
日
（
土
）
午
前
10
時
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

９
時
30
分
現
地
集
合) 

会 

場 

コ
ロ
ナ
キ
ャ
ッ
ト
ボ
ー
ル
仙
台
店 

参
加
料
（
２
ゲ
ー
ム
） 

 
 
 
 

大 
 
 

人 

１
，
５
０
０
円 

 
 
 
 

小
・
中
学
生 

１
，
０
０
０
円 

ル
ー
ル 

個
人
戦
と
し
２
ゲ
ー
ム
の
ト
ー
タ
ル 

点
数
で
順
位
を
競
う
、
同
点
の
場
合 

大
人
は
年
齢
順
、
子
ど
も
は
低
学
年
順 

と
す
る 

申 

込 

11
月
15
日
（
火
）
ま
で
大
代
地
区
公

民
館
に
参
加
料
を
添
え
て
直
接
申
込

く
だ
さ
い
。 

 

ロ
ゴ
マ
ー
ク
募
集
延
長
の
お
知
ら
せ 

 

広
報
「
ふ
れ
あ
い
」
９
月
号
で
募
集
し
ま
し
た

大
代
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
募
集
に
つ
い
て
で
す
が
、
10
月
18
日
現

在
、
２
件
の
募
集
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
当
初
10
月
31
日
締
切
と
し
て
い
た
募
集
期

間
を
１
月
延
長
し
、
11
月
30
日
ま
で
の
締
切
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
延
長
後
に
も
募

集
が
少
な
く
、
選
考
が
出
来
な
い
場
合
は
、
も
う

一
度
募
集
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
、
皆
様
に
お
知

ら
せ
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 
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旧砂押川A・B・C・E・F工区の施工が近隣住民様の御協力の元、平成
28年6月30日にて無事工事を完成することが出来ました。平成26年5
月より2年間多大なご迷惑、ご不便をお掛けしました。ありがとうござい
ました。

　
砂
押
川
外
河
川

　
災
害
復
旧
工
事

　
十
月
の
報
告

　
　
　
工
事
協
議
会

　　
大
代
地
区
の
皆
様

に
は
、

日
頃
よ
り
復

旧
工
事
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
頂
き
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
東
北
地
方
太
平
洋

沖
地
震
で
被
災
し
ま

し
た
砂
押
川
・
旧
砂

押
川
・
砂
押
貞
山
運

河
の
災
害
復
旧
工
事

を
、

下
記
の
通
り
進

め
て
お
り
ま
す
。

　
新
護
岸
堤
防
と
し

て
の
盛
土
及
び
コ
ン

ク
リ
ー

ト
被
覆
工
も

終
盤
を
迎
え
て
い
ま

す
。

　
引
き
続
き
、

皆
様

か
ら
の
工
事
へ
の
ご

理
解
、

ご
協
力
を
賜

り
た
い
と
願
っ

て
お

り
ま
す
。

　
工
事
に
関
す
る
ご

意
見
や
お
気
付
き
の

点
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、

お
手
数
で
は

あ
り
ま
す
が
、

ご
一

報
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

(

3
5
2
‐

3
7
4
0
）

　
写真③は砂押川左岸側の堤防被覆コンクリートの施工状況です。川
表側の下段が終了し、現在上段の施工を行っております。
写真④は砂押川右岸側の川裏で堤防の基礎砕石の施工を行ってお
ります。

砂押川、貞山運河、旧砂押川の各所にて、新護岸としての被覆工と壁
構築を継続で進めています。多賀城市道においては、片側交互通行
にて道路側溝工事を継続で行っております。

写真②

旧砂押川

砂押川

旧砂押川

砂押貞山運河

被覆工

工事場所

進捗率
9/30現在

完成

写真①

9.7合目

壁構築
完了

写真①

完了

写真③

写真④

法面被覆

法面被覆

A工区 B工区

C工区 E工区

F工区

B工区

A工区

C工区

E工区

F工区

完了

写真②

側溝工

写真③

写真④


